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[image: image2.wmf][image: image3.wmf][image: image4.wmf][image: image5.wmf]１　氷砂糖が溶ける様子を観察してみよう！

２　観察した様子を言葉でかいておこう！
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１　種結晶を水に入れたときのシュリ　

　ーレン現象を思い出そう！
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[image: image11.wmf]２　種結晶を飽和水溶液に入れたとき
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　シュリーレン現象はどうなるだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

様子を言葉で書いておこう！
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[image: image16.wmf]
シュリーレン現象を利用して

[image: image17.wmf]１　硝酸カリウムの溶解度を測定してみよう！
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２　手順　　水10g　水温30℃　溶解度4.6gの場合

（１）試験管に水10mlとる。

（２）水温30℃の溶解度である4.6gの硝酸カリウムを計量する。

（３）（２）を（１）に入れる。

（４）３０℃より高い温度のお湯をビーカー３００mlに用意する。

（５）（４）に（３）を入れて、ガラス棒でかき混ぜ，溶かしきる。

（６）スタンドに（５）を固定し、デジタル温度計を準備する。
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（７）試験管内を観察し，ゆらぎが止まったときの水温を測定する。

[image: image24.wmf]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

結晶析出を利用して

１　硝酸カリウムの溶解度を測定してみよう！
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２　手順　　水10g　水温30℃　溶解度4.6gの場合

（１）試験管に水10mlとる。

（２）水温30℃の溶解度である4.6gの硝酸カリウムを計量する。

（３）（２）を（１）に入れる。

（４）３０℃より高い温度のお湯をビーカー３００mlに用意する。

（５）（４）に（３）を入れて、ガラス棒でかき混ぜ，溶かしきる。

（６）スタンドに（５）を固定し、デジタル温度計を準備する。

[image: image27.wmf][image: image28.wmf]（７）試験管内を観察し，結晶が析出してきたときの水温を測定する。

　

１　測定した値をグラフにしてみよう！　どんなことが分かるかな！
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　　　※　測定した値をここに再記入しよう。そしてグラフを作成してみよう！
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２　文献値をグラフに記入し、実測値と比べてみよう！

３　わかったことをかいておこう！
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どんな様子が観察できたかな！
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どんなふうになるのかなあ！








絵で書いてみよう！
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シュリーレン現象の様子をよく見ること。


下方へのゆらぎが止まったときが、飽和したとき、つまり　もうそれ以上は溶けることができなくなったということだったね。
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結晶が析出してくる様子をよく見ること。


水の温度が下がってきて、溶けていられる量が限界にきたので、結晶が出てくるんだね。
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